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最近 高速道路関係 状況最近の高速道路関係の状況 

東日本大震災と高速道路ネットワ ク等～東日本大震災と高速道路ネットワーク等～ 



東日本大震災で三陸縦貫自動車道の果たした役割 

45 ■ 津波を考慮して高台に計画された高速道路が、住民避難や復旧のための緊急輸送路として機能。 

三陸道 宮古道路 
津波による被害が

三陸道 山田道路

国道45号 

津波による被害が 
なかった三陸縦貫道 

45 三陸道 

三陸道 山田道路 

釜石山田道路 

津波を考慮して整備
された三陸縦貫道

津波で被災した国道45号 三陸道 
大船渡三陸道路 

された三陸縦貫道

釜石市長の発言 
（H23.4.12衆議院総務委員会より） 

三陸縦貫自動車道（開通率５１％）の部分供用区間が

三陸道 唐桑道路 
 児童生徒たちは、高台への避難場所に

逃げた後、瓦れきで埋まり、また津波で破

壊された国道４５号で立ち往生することなく、

三陸縦貫自動車道（開通率５１％）の部分供用区間が、

住民避難、復旧に貢献 

釜石山田道路 4 6k （H23 3 5開通）
壊され 国道 号 ち往 する なく、

この自動車道を歩いて市内の避難施設ま

でたどり着くことができました。この地域の

住民も同様であります。また、被災後はこ

  ・釜石山田道路 4.6km （H23.3.5開通）

  ・唐桑道路 3.0km （H22.12.19開通） 

宮古道路 4 8km （H22 3 21開通） 等 住民も同様であります。また、被災後は

の自動車道を通じて救急患者が搬送され、

さらには避難所に救援物資を運ぶ道路と

して、まさに命をつなぐ道として機能したと

  ・宮古道路 4.8km （H22.3.21開通）    等

＜災害に強い高規格道路として＞ 

45 ○ 救援・救助活動を支援 

・自衛隊等の緊急車両の到達を可能とし、沿岸市町村への

して、まさに命をつなぐ道として機能したと

ころであります。 

今回の地震に
よる浸水区域 

 自衛隊等の緊急車両の到達を可能とし、沿岸市町村 の  

救援ルートを確保 

○ 復旧のための物資輸送道路として機能○ 復旧のための物資輸送道路として機能

 ・食料、医療品、燃料等の救急救援物資を防災拠点、避難所に

届ける緊急輸送路として機能

三陸縦貫自動車道等 

45 
釜石山田道路（自動車専用道路）を 
歩いて避難する住民 

届ける緊急輸送路として機能

常磐道 
仙台東部道路

＜副次的にも機能する公共インフラとして＞ 

○ 発災直後の住民の避難場所として機能 

・宮古道路では 住民約60人が盛土斜面を駆け上がり道路に避難
供用中 事業中 調査中 延長 

仙台東部道路 

  ・宮古道路では、住民約60人が盛土斜面を駆け上がり道路に避難 

  ・釜石山田道路では、小中学校の生徒・地域住民が自動車道を歩いて避難 224km 113km 55km 56km 
三陸縦貫道 

(51%) (24%) (25%) (100%) 1



三陸縦貫自動車道と国道４５号の高さ（標高）と被災状況 

 ■ 三陸縦貫道は国道45号より高台に計画されており、津波浸水を回避。 

＜三陸縦貫自動車道と国道４５号の高さ（標高）＞ 津波浸水区間 三陸縦貫道供用区間 

三
陸 200 

ＴＰ 津波被災箇所 × 三陸縦貫道事業中区間 

三陸縦貫道調査中区間 

唐
通
岡

150 

国道４５号 
標 

唐
桑
南 

岡 

釜
石
両

山
田

100 
宮

宮

高 

（

仙
台

登
米
東
和

唐
桑
北

両
石 釜

石
北

田
南 

50

宮
古
南 

宮
古
中
央山

ｍ 

）
台
港
北 

和 北 北 50 

×× × × × × × × ×
× ×

×××× ×

山
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仙台 気仙沼 大船渡 釜石 宮古 石巻 

三陸縦貫道（山田道路） 三陸縦貫道（大船渡三陸道路） 
三

三陸縦貫道（矢本石巻道路） 

国道45号 

三
陸
縦
貫貫
道
の
状状
況 

国道４５号（大船渡市） 
国

国道４５号（山田町） 国道４５号（石巻市） 
国
道
４
５
号
の
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東北縦貫自動車道 
江刺田瀬 

宮守 
三陸縦貫自動車道・国道45号による三陸沿岸都市の連絡状況（所要時間） 

■ 三陸縦貫道の開通率が約5割の現状では、国道45号の迂回・混雑等により、宮古－仙台間に7時間以上を所要 
 

■ 三陸縦貫道が全線開通すれば 宮古 仙台間を約3時間で連絡■ 三陸縦貫道が全線開通すれば、宮古－仙台間を約3時間で連絡

三陸縦貫自動車道 Ｌ＝２２４ｋｍ 
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碁
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浜 Ｊ 

石巻市 
大船渡市 

三
陸 

石巻 気仙沼

三陸縦貫道 

国道45号 
石巻 気仙沼 大船渡 釜石 

【現在の整備状況での所要時間（ （金） （木） ） 】

迂回路＊

＊この他に、幅の狭い市道等による 
  地域住民のための迂回路あり 

合計所要時間

【現在の整備状況での所要時間（H23.4.1（金）～28（木）の平日） 】

47 分 146 分 122 分 53 分 79 分

× 津波被害箇所 

迂回約51km迂回約8km

合計

7h27m迂回路 
所要時間 

旅行速度 

47 分 146 分  分 53 分 79 分
迂回路 

迂回約51km迂回約8km登米東和IC 通岡IC 三陸IC 山田南IC 山田IC 宮古南IC 宮古中央IC 

通行止め（上部工流出）による広域迂回が発生 ＜凡例＞ 被災地への車の流入により激しい渋滞が発生 
仙台港北IC 

三陸縦貫道 国道45号気仙大橋  
 

  

国道45号小泉大橋 

旅行速度＊

国道45号の渋滞状況 
（石巻市内） 

 
旅行速度

＊民間プローブデータにより算出産経新聞5月5日朝刊

【三陸縦貫道が全線開通していると想定した所要時間※】  ※ 高速道路経由は、80km/hで推計

＊民間プロ ブデ タにより算出産経新聞5月5日朝刊 

【 貫 線 定 】

旅行速度

※ 高速道路経由は、80km/hで推計

所要時間 24 分  25 分  36 分 62 分 28 分  合計

2h55m旅行速度 

登米東和IC 通岡IC 三陸IC 山田南IC 山田IC 宮古南IC 宮古中央IC 仙台港北IC 3 
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八戸 十和田 八戸北

東日本大震災後の東北道等から各沿岸地区までの到達状況 

階上 

十和田 八戸北 

※１．到達日は国道から到達できた日 
※２ 到達とは 当該地区入りすることであり 避難所等までの

■国道45号等の幹線道路の寸断により、到達不可能地区が各所で発生 

洋野 

中野 

※２．到達とは、当該地区入りすることであり、避難所等までの
   到達を意味するもので はない。 

3/13までに 
到達

侍浜 

久慈 二戸 R395 
軽米 

到達

宇部 

野田 

普代 

安代JCT 3/15までに到達 3/15到達 

田野畑 

小本 
田老 

3/13までに到達 

重茂 

崎山 

宮古 

津軽石山田
盛岡 

R106 盛岡 

3/17到達 
津軽石 
豊間根 

山田

船越 東
北

国
道

【釜石～宮古間】 

アクセス道路の間隔が

かまいし み や こ 

3/15ま 達

沿岸地区への 

３／１４到達 
大槌 

北
自
動
車
道

道
４
号 

道路 間隔

広いため、到達不可能 

地域が多数発生し、到 

3/15までに到達

【凡 例】 
IC

アクセス道の間隔 

約50km 

3/13までに 
到達 

約40km 

釜石

鵜住居 
道 

花巻JCT 
達にも時間を要した 

三陸道供用中 

三陸道事業中 

三陸道調査中 

IC

IC 

IC 

花巻南 釜石 

唐丹 

吉浜 
北上 

花巻 R283 

北上JCT 

北上江釣子 3/15までに到達 

3/13までに到達 国道45号 

○ 岩手県山田町の被災者の状況（3/14） 

花巻南 

三陸 

奥州 
綾里 

水沢 

岩 県 被災者 状況（ ）

大船渡 

陸前高田 

【陸前高田】 

アクセス道路が被災し、到達が遅れた地区 

り く ぜ ん  た か だ 

気仙沼

一関 
唐桑 【凡例】 一関 

3/15までに到達 

気仙沼 

階上 
本吉（22,000人） 

供用中 直轄国道 

補助国道

3/11発災時到達可能地区 

登米 
栗駒 

歌津 
３／１１内陸との 
連絡不能区間 

生活圏中心都市 

通行止め 

補助国道

築館 

登米東和 3/15 読売新聞
志津川 

２次生活圏中心都市 

支所所在地（沿岸部のみ表記） 4 



東日本大震災後の高速道路ＩＣと港湾及び空港アクセス状況 

通常通り通行可能  迂回路であれば 
通行可能 

不通 【アクセスの状況】 

3月15日 3月18日 3月21日 

○港湾（計１１港） ○空港（計９港）
3月15日 3月18日 3月21日 

ク 能数 アクセス可能数 ７／９ ９／９ ９／９

（空港名） （最寄りIC名） （通常ルート） 

アクセス可能数 － １０／１１ １１／１１

（港湾名） （最寄りIC名） （通常ルート） 

東北自動車道
青森空港 

東北自動車道 
・浪岡ＩＣ 

→国道７号 
→県道２７号 

第二みちのく有料

  
青森港 

東北自動車道 
・青森中央ＩＣ 

→県道１２０号 
→県道１８号 

八戸自動車道
→国道４５号 

三沢空港 
第二みちのく有料
（八戸自動車道） 
・終点 

→県道１０号     

→国道４５号

八戸港 
八戸自動車道 
・八戸北ＩＣ 

→県道２９号 
→県道１９号 

    

久慈港
八戸自動車道 →国道３９５号 

八戸飛行場 
東北自動車道 
・八戸北ＩＣ 

→国道４５号 
→県道２９号 
→県道８号 

    
久慈港 

八戸自動車道
・軽米ＩＣ 

国道 号
→国道４５号 

  

東北自動車道
→県道３６号

→県道３６号 
→国道１０６号

花巻空港 
東北自動車道 
・花巻ＩＣ 

→県道３７号 
→県道２９４号等 

    宮古港 
東北自動車道 
・盛岡南ＩＣ 

県道３６号 
→国道１０６号 
→国道４５号 

国道１０６号 
→県道２００号 
→県道２７７号 
→国道４５号 

    
※国道１０６号の一部が通行止のため迂回 

松島飛行場 
三陸自動車道 
・矢本ＩＣ 

→県道４３号 

 
→市道（不通） 
→県道２４７号
（不通） 

→市道 
→県道２４７号 
 

  

釜石港 
釜石自動車道 
・東和IC 

→国道２８３号 
→国道４５号 

    

→国道２８３号 ※県道４３号が不通のため迂回
 
  

仙台南部道路 →国道４号

大船渡港 
釜石自動車道 
・東和IC 

→国道２８３号 
→国道１０７号 
→国道４５号 
→市道 

（未調査）   

※県道４３号が不通のため迂回
 

霞目飛行場 
仙台南部道路
・長町ＩＣ 

→国道４号 
→市道 

    

石巻港 
三陸自動車道 
・石巻港ＩＣ 

→県道２５１号  （未調査） 
→県道２５１号（不通） 

県道３号 市道

仙台空港 
仙台東部道路 
・仙台空港ＩＣ 

→県道２０号 

 
 
→県道２０号 
（不通） 

  
仙台塩釜港 
（塩釜港区） 

仙塩道路 
・利府塩釜ＩＣ 

→県道３号→市道 
→県道３５号→市道 
→県道５８号 
→県道２３号 

（未調査） 

山形空港 
東北中央自動車道 
・東根ＩＣ

→国道２８７号 
→県道１８４号

    

県道 号

仙台塩釜港 
（仙台港区） 

仙台南部道路 
・長町ＩＣ 

→国道４号 
→県道２３号 
→市道

（未調査） 

・東根ＩＣ →県道１８４号 

→県道１１８号

市道 

相馬港 
東北自動車道 
・福島西ＩＣ

→国道１１５号 
→県道３８号 
→国道６号

（未調査） 

福島空港 
東北自動車道 
・須賀川ＩＣ 

→県道１１８号 
→県道６７号 
→県道１１８号 
→県道６３号

    

福島西ＩＣ →国道６号 
→県道３８９号 

常磐自動車道
→県道１４号

 
（いわき勿来IC）

  
県道６３号 

小名浜港 
常磐自動車道 
・いわき湯本ＩＣ 

→県道１４号 
→国道６号 
→市道 

（いわき勿来IC） 
→国道２８９号 
→国道６号 
→市道 

※いわき湯本ICが 
 通行止めのため迂回 

港長による 
安全確認が必要 

問題なし 啓開作業中 【港湾の状況】 問題なし 啓開作業中 【空港の状況】 5 



（参考）東日本大震災後の港湾・空港と高速道路ＩＣとのアクセス道路の迂回状況 

○宮古港へのアクセス道路（９５ｋｍ） ○松島飛行場へのアクセス道路（３ｋｍ） 

東
北

西根IC 

2車線 

北
自
動
車

滝沢IC 
（休止中） 

踏切 

道 

盛岡IC 

４ ３ 

盛岡南IC  宮古港 
冠水のため 

通行止

（休止中） 

紫波IC 

通行止
（アンダーパス） 

4 

4

花巻IC  松島飛行場 

2車線 

・JR交差部が冠水したため、 踏切のある市道を迂回 

津波の恐れのため 

2車線 

＜冠水した県道43号＞ 
通行止 

宮古港 

県

4車線 

2車線 

・津波の恐れによる通行止のため宮古港付近で通常ルート６ｋｍ

6 

津波の恐れによる通行止のため宮古港付近で通常ル ト６ｋｍ

 迂回ルート８ｋｍ 



 当初想定していなかった防災機能を発揮 

○ 道路インフラが副次的に機能 ○  「道の駅」が防災拠点として機能 
＜自衛隊の復旧支援活動の拠点とし 機能する道の駅「津山 ＞

・ 「道の駅」が、自衛隊の活動拠点や住民の避難場所、

水、食料、トイレを提供する貴重な防災拠点として機能 

・ 海岸から4キロ付近まで津波が押し寄せた仙台平野では、周辺より高

い盛土構造（７～１０ｍ）の仙台東部道路に、約230人の住民が避難 

＜自衛隊の復旧支援活動の拠点として機能する道の駅「津山」＞

・ 防災拠点化のために自家発電設備を備える駅では、 

停電時にも24時間開所する等により機能 

・ 仙台東部道路の盛土は、内陸市街地への瓦礫の流入を抑制する防

潮堤としても機能 

東日本大震災における「道の駅」利用の具体例 
仙台東部道路付近の浸水状況 

道の駅名  所在地 路線名  対応の例 

三本木 宮城県大崎市 4号 自家発電により24時間開館し、おにぎり、菓子等を提供。情報館にて避難者を受け入れ。 

津山 宮城県登米市 45号 自衛隊やレスキュー隊の前進基地､支援隊員への炊き出しの実施｡南三陸町のホテル客が避難｡

ふくしま東和 福島県二本松市 349号 おにぎり等食料、トイレ、給水サービスを提供。避難住民1500人を受け入れ。 

喜多の郷 福島県喜多方市 112号 給水サービス、食事販売、日帰り温泉施設を被災住民に無料開放。 

南相馬 福島県南相馬市 6号 避難所として開放、災害応援の拠点として機能。 

至 仙台空港ＩＣ 
名取川 

南相馬 福島県南相馬市 号 避難所として開放、災害応援の拠点として機能。

ひらた 福島県平田村 49号 避難住民に無料で電源、水を提供。村内の病院や避難所に食材を供給。 海側 
名取ＩＣ 

至 亘理ＩＣ 

○ ＩＣと一体で開発された周辺施設の防災機能の発揮

陸側 

岩沼ＩＣ 

○ ＩＣと 体で開発された周辺施設の防災機能の発揮

・ 南三陸町では、ＩＣ予定地に一体的に整備された施設が防災機能を発揮 至 亘理ＩＣ 

  

【東日本大震災において発揮した機能】
岩沼IC付近 名取IC付近 

【東日本大震災において発揮した機能】                      
●災害対策本部、避難場所、救急物資の収集場所として機能       
●行政、医療団体、自衛隊、警察、ボランティア等の活動拠点として機能
●役場壊滅により役場機能移転（3/25～仮庁舎設置）   等

仙台港北IC 

役場壊滅 役場機 転 舎設

スポーツ交流村スポーツ交流村  

ボランティア活動 ベイサイドアリーナ   
（体育館） 仙台東IC 

駐車場

仙台若林JCT 

スポ ツ交流村

敷地内における自衛隊
の物資輸送支援活動 

ベイサイドアリーナ 
駐車場 

多目的広場 

名取IC 

仙
台
東 スポーツ交流村

(体育館・ﾃﾆｽｺｰﾄ) 
 

・H9完成 
総面積20 1h

テニスコート 

駐車場 救急車待機状況 
仙台空港IC 

東
部
道
路 

・総面積20.1ha
・住宅2.2ha57区画(完売) 調整池 震災後、名取IC～仙台若林JCT周辺の5箇所に、 

津波時の避難に活用できる仮設階段を暫定的に設置 
（設置時期：平成23年5月） 

岩沼IC 

亘理IC 
7 



暫定２車線区間について 
○震災後の復旧工事における課題 

［暫定２車線区間］

○震災後の暫定２車線と４車線の走行速度 
［暫定２車線区間］

仙台北部道路（利府しらかし台～富谷JCT） 
・交互通行規制とせざるを得ないため、 

 滞留が生じ、輸送効率に影響 

震災後： 
H23.4.1（金）～28（木）の平日       ：暫定２車線区間 

東北地方における交互通行規制は、１台 

の車両の最大停止時間が15分以内にな 80km/h～ 

震災後の走行速度 

るように行われている 60～80km/h 

40～60km/h 2車線 

2車線 

・交通への影響から 規制の時間・延
 0～40km/h 

・交通への影響から、規制の時間・延

長が制限されるため、復旧工事のス

ピードに影響

［４車線区間］

2車線 

2車線 

ピ ドに影響

［ 車線区間］

工事規制交通流確保反対車線

 東北道 （福島飯坂～国見） 

・車線規制で交通流を確保しながら、 

事が 能
2車線 2車線 

2車線 

事規制交通流確保反対車線

 工事が可能

2車線 

2車線 

震災後の走行速度の比較

2車線 2車線 

2車線

（参考）高速道路における死亡事故率の比較（H21） 

が ば が

2車線 

震災後の走行速度の比較
(暫定２車線と４車線) 

 
2車線 

2車線 

2車線 
2車線 

25％
80km/h～ 

2車線 

暫定２車線区間では、一度事故が発生すれば重大事故となる確率が高い2車線 25％ 

60％ 

25％ 

80km/h～ 

2車線 

63％

60％ 

60～80km/h 

2車線 

63％ 

30％

60～80km/h 

※東北自動車道（郡山JCT以北）、日本海東北自動車道（新潟中央IC以北）、 9％ 

30％

9％

40～60km/h 40～60km/h 

3 1％ 磐越自動車道、常磐自動車道（いわきJCT以北）、山形自動車道、 
 東北中央自動車道、青森自動車道、八戸自動車道、釜石自動車道、 
 仙台北部道路、仙台南部道路、仙台東部道路、三陸縦貫自動車道 
 （仙台港北IC～登米東和IC）を対象 

9％3％

～40km/h ～40km/h 

1％

暫定2車線 
(総延長570km) 

4車線 
(総延長790km) 8 



東日本大震災前後の仙台周辺ネットワークの交通状況 
○震災前後 交通量 変化（平 大型車 無料通行車両） 震災前後 走行速度 変化○震災前後の交通量の変化（平日：大型車＋無料通行車両） ○震災前後の走行速度の変化 

石巻河南IC
仙台北部道路  

利府ＪＣＴ～利府しらかし台(千台)
仙塩道路 利府塩釜 ～ 利府中 (千台)

鳴瀬奥松島IC 
石巻河南IC利府ＪＣＴ～利府しらかし台 

1 3倍

(千台) (千台) 

松島大郷IC 
富谷JCT 

震災前 

63→38km/h 
震災後 

1.3倍 2.2倍 

震災前 震災後利府JCT

松

松島海岸IC 

利府中IC 

大和

仙台港北IC 64→35km/h 
震災前 震災後

43 35k /h
震災前 震災後 

利府JCT 

石巻港 
鳴瀬奥松島IC 

松島北IC 

大和IC 

仙台若林JCT 
仙台南IC 

（公社） 
仙台松島道路 

走行速度比率 
後 前

43→35km/h

富谷JCT 

泉IC

松島大郷IC 

亘理IC 
45→33k /h倍

(千台) 仙塩道路 仙台港北～利府ＪＣＴ 

（震災後 / 震災前）

100%～ 

80～100%
震災前 震災後 松島海岸IC 

利府中IC 

利府塩釜IC

利府しらかし台IC 

仙台北部道路 

泉IC 
亘

45→33km/h1.5倍 80～100%

60～80% 

  ～60% 

利府JCT 東
北

仙塩道路 
仙台北部道路

山元IC （NEXCO） 

（NEXCO） 
※震災前：H23.3.1（火）～10（木）の平日平均 
 震災後：H23.4.1（金）～28（木）の平日平均 

北
道 

仙台塩釜港 

仙台港北IC 

仙台南部道路仙台宮城IC
至 石巻 仙台東部道路 仙台東 ～ 仙台港北 

(千台) 

仙台南IC
今泉IC 

仙台南部道路 
仙台東IC 

山田IC 長町IC 

仙台宮城IC 

（公社） 
1.5倍 

(千台)

仙台若林JCT 
仙台南IC 

名取IC 仙塩道路
（利府JCT～仙台港北IC） 
（6/13 18：00～19：00） 

仙台空港 

岩沼IC

仙台空港IC 仙台東部道路 
（NEXCO） 仙台松島道路 

（松島海岸IC～松島大郷IC）

仙台南部道路 長町～今泉 

1 5倍

(千台) 

岩沼IC 

亘理IC 

（松島海岸IC～松島大郷IC）
（6/10 8：00～9：00） 

1.5倍
至 仙台 

常磐道：4車線区間 常磐道 ：4車線区間 

：2車線区間 ※震災前：H23.3.7（月）～10（木）の平均 
 震災後：H23.5.18（水）～31（火）の平日平均 9 



東日本大震災後の道路交通関係情報提供の推移 

地震発生後～ 3/23～ 

東北地方整備局 

・各道路管理者毎に通行止め情報を提供 ・東北地整で、国道、県道、NEXCO東日本の情報
を集約して、国土地理院のHPで提供 
国土地理院：東北地方道路規制情報 災害情報集約マップ 

4/6～4/28 
道路管理者 通行止情報と民間 通行実績情報を

各県・政令市 

道路管理者の通行止情報と民間の通行実績情報を
ITS Japanが統合して提供 

NEXCO東日本 

3/12
出典）ITS Japanホームページ 

凡例 

3/12～ 

自動車メーカー等が通行実績情報マップを提供 
が 情報を統合 提供

凡例
 ：通行実績のある道路（民の情報） 

：道路管理者提供の通行止情報（官の情報） 

（3/19～ ITS Japan が民間情報を統合して提供）

・日本道路交通情報センターやVICSでは、 

県道・市町村道の一部の通行止情報について 

提供できなかった。また、道路管理者が旅行速度

情報などの交通状況を把握できなかった。 
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